
情報科学技術関連施策について

平成２８年１月２９日

榎 本 剛

(t-enomot@mext.go.jp)

研究振興局参事官（情報担当）

資料７



【国際的な動向】

○ 各分野でのビッグデータの集積、センサーの量的・質的拡大（IoT: Internet of Things）

○ 人工知能に50年来の大きな技術的ブレークスルー（自ら特徴を捉え進化する人工知能が視野）

○ 一方、高度化する脅威に対するサイバーセキュリティの確保 （ますます巧妙化しており、人材育成が必須）

【文部科学省の対応】

(1) 文部科学省が持つビッグデータの解析（コホート、環境のデータなど多様）を通じて、新たな価値を創造。

(2) そのため、革新的な人工知能技術を開発・活用

(3) ビッグデータの充実のため、高度なセンサー／IoT技術を活用。あわせて、堅牢なセキュリティを構築。

〔経済産業省・総務省との連携を呼びかけ、基礎研究から社会応用まで、一体的に実施する体制を構築〕

【目指す成果】

人々と社会のための知能とイノベーションの創出に向けて、世界的に優れた競争力を持つ研究者を結集、

最先端研究を統合。我が国が直面する労働力減少、高齢化社会の中でも、

・生産性の大幅な向上による経済成長への貢献、

・一人ひとりに優しい社会構築（医療・介護等）を実現

AIPセンター（理化学研究所）

Ⅰ.人間の知的活動の原理に学んだ革新的な人工知能の基盤技術を開発。

Ⅱ.人工知能とビッグデータにより複数分野においてサイエンスを飛躍的

に発達させる。

Ⅲ.具体的な社会・経済価値を創造する多数の応用領域の社会実装に貢献。

Ⅳ.人工知能等が浸透する社会での倫理的・社会的課題等に対応。

Ⅴ.データサイエンティスト、サイバーセキュリティ人材等を育成。

AIP: Advanced Integrated Intelligence Platform Project
人工知能/ビッグデータ/IoT/サイバーセキュリティ統合プロジェクト

平成２８年度予算案 ： 5,448百万円（新規）
※運営費交付金中の推計額含む

戦略的創造研究推進事業（一部）（科学技術振興機構）

○ 大学等の研究者から広く提案を募り、組織・分野の枠を

超えた時限的な研究体制を構築して、戦略的な基礎研究

を推進。

1,450百万円

新規採択課題分 1,150百万円
関連する既存採択課題分 2,849百万円

※運営費交付金中の推計額

一体的に
実施
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平成２８年度予算案 ： 5,448百万円（新規）
（関連する既存事業（2,849百万円）を含む）

※運営費交付金中の推計額含む



(1) 各分野でのビッグデータの集積、センサーの量的・質的拡大（IoT: Internet of Things）。

(2) 人工知能の50年来の大きな技術的ブレークスルー（自ら特徴を捉え進化する人工知能を視野）。

(3) ３省連携による研究開発成果を関係省庁にも提供し、政府全体として更なる新産業・イノベーション創出

や国際競争力強化を牽引。

次世代の人工知能技術の研究開発における３省連携体制
総務省・文部科学省・経済産業省

…

経済産業省
（例）

○応用研究、実用化・社会への適用

○標準的評価手法等の共通基盤技術

の整備

○標準化

○大規模目的研究 …

文部科学省
（例）

○基礎研究

○革新的な科学技術成果の創出

○次世代の萌芽的な基盤技術の創出

○大型計算機資源、人材育成 …

卓越した科学技術研究

を活用するためのプ

ラットフォームの構築

センシング

技術研究

デバイス

技術研究

コンピュータ・

ストレージ技術

ロボット

工学

データ工学

ネットワーク

技術研究

基礎研究を社会実装に

つなげるセンター

セキュリティ

技術研究

AIを核としたIoTの社会・ビジネス

への実装に向けた研究開発・実証

コミュニ

ケーション

技術 総務省
（例）

○脳情報通信

○音声認識、多言語音声翻訳

○社会知解析

○革新的ネットワーク …

情報通信

研究機構

情報通信 農林漁業医療・介護
インフラ・インフラ・

運輸

製造業・

サービス
エネルギー 学習科学技術

○計算機資源・ソフトウェアモ

ジュール、ネットワーク基盤、

研究開発成果等のリアルタイ

ムでの共有、他省庁への提供

○３省合同での事

業推進委員会を

設置し、一体的

に事業を推進。

○３省合同のシンポジウムを開催。

○合同ポータルサイトを設置。

○研究開発戦略・進捗状況につい

て３省で一体的に情報発信。

AI駆動経済・社会システム基盤研究開発事業(仮)

情報通信技術の統

合的なプラット

フォームの構築

産業技術

総合研究所

理化学

研究所

…

…
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ファンディング

参加する多くの大学で、コホー

ト研究を実施。

AIPプロジェクトにおけるビッグデータ連携の例
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AIPセンター

・我が国の大学等の総力を結集させた研究チームを構築し、人工知能・ビッグ

データに関わる根源的な原理を解明。

・その上で、運営に当たり、以下の３点を重視。

(1) 明快な出口の設定（個人最適ヘルスケア、医療、物質材料、防災 等）

(2) その実施のための研究チームの編成（グローバルに存在感を発揮）

(3) オープンでフレキシブルな運営

COIプログラム

大学等の研究者から広く提案を

募り、組織・分野の枠を越えた時

限的な研究体制を構築。戦略的

な基礎研究を推進

イノベーションハブ等の事業

統合プラットフォーム

要素技術を開発

データ提供

○ 従来の研究に加え、新たなセンサー

開発等による多様かつ大量データを

活用し、新たな価値の創造とAI開発を

スパイラルに推進。

○ 同時に、これらの活用を通じて、人

材を育成。

機械学習 画像・映像処理

自然言語処理 知識処理

Big Data

Big Data

Big Data

Big Data

Big Data

Big Data

AI / Big Data戦略

例：地球観測データ例：物質・材料

データ提供

例：疾患

例：ヘルスケア

例：人文社会

例：疾患

人材育成

ウエアラブル・セン

サーの開発



事業概要

サイバー攻撃に対し、国立大学等と国立情報学研究所（ＮＩＩ）が連携し、以下の事業を実施することにより、国立大学等が迅速にイ
ンシデント対応を行える体制を構築する。

①ＳＩＮＥＴ※上にサイバー攻撃を検知するシステムを整備し、観測された通信について分析を行い、サイバー攻撃の緊急度等につい
て国立大学等に情報提供を行う。

②ＳＩＮＥＴの実環境を用いて国立大学等の情報セキュリティを担当する技術職員の実地研修を実施し、サイバー攻撃への対処能力の
高度化を図る。

具体的取組

ＳＩＮＥＴ上でサイバー攻撃を検知する対応については、各大学等からの依頼に基づき実施する。依頼がない場合には、当該大学等
への攻撃の検知を行わない。

１ サイバー攻撃検知システムで検知された攻撃情報は、該当大学等の情報セキュリティ責任者及び担当者等に連絡※する。
※連絡先は、各大学等との調整。

２ 連絡を受けた各大学等は、NIIが提供する警報閲覧システムや各自で運用する攻撃検知システム等を用いて、攻撃について調査し、
分析を行う。

３ 調査・分析を基に、ネットワークの遮断などの対応について大学等の責任で判断し、実施する。ネットワークの遮断については、
ＮＩＩは、大学等の依頼があった場合にＳＩＮＥＴから遮断する。

４ 攻撃の検知は機械的に行うため、ＮＩＩの職員が通信の内容を見ることはない（ＮＩＩは、サイバー攻撃検知システムの複数の
アラートの発生状況から緊急性の有無を判断し、情報提供を行う）。

５ ただし、大学等が調査・分析を行うにあたり、ＮＩＩに技術支援を依頼する場合、必要性に応じ、大学等の了解の下で通信の内容
を閲覧することがある。

①国立大学等のセキュリティ体制への支援（各大学等からの依頼に基づき実施）

②サイバーセキュリティ人材育成

具体的取組

対 象 者 ：大学等の情報セキュリティを担当する技術職員

研修内容：サイバー攻撃の分析手法並びにサイバー攻撃を受けた場合の対処方法を習得。

研修方法：ＳＩＮＥＴ上の実環境において、
１ ＮＩＩでの実践的なOJT（On-the-Job Training）による研修を実施。
２ ＮＩＩと所属機関等をＶＰＮ※で接続し、遠隔での技術研修等を実施。

大学間連携に基づく情報セキュリティの基盤構築

※ＳＩＮＥＴ：各大学等が接続する学術情報ネットワーク

※ＶＰＮ：ネットワーク上に仮想で構成する専用回線
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国立大学等の情報セキュリティ体制への支援

攻
撃
者

標的型メールを
送付

大
学
①

感染機器の
端末情報等を
入手

重要情報の
窃取準備や
破壊を実施

ＳＩＮＥＴ上の
検知システムで不審な
サーバとの通信を検知

連絡

攻撃事象の調査・分析に
必要な技術支援を実施

大
学
②

標的型メール
を開封し、
感染

標的型メール
を開封し、
感染

感染した場合、サーバ等での

攻撃者の工作活動は、数日から
数ヶ月間かけて行われる。

Ｎ
Ｉ
Ｉ

※早期発見により感染から調査開始までの時間
及び分析やその後の対応に要する時間を短縮

個人情報などの重要情報の
漏えいを未然に防止する

可能性が高まる。

検知

重要情報の
取得

重要情報
漏えい

原因調査を行い、
感染機器の隔離などを
実施

原因調査を行い、
感染機器の隔離などを
実施

特定サーバ

からのスパムメール
の発信等で不審な
通信を察知
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Internet サイバー攻撃検知システム等

A大学

検知した情報を通知機械的な
巡回監視

NII

共同分析
技術支援

攻撃データを保管

通知を受けた情報について
調査・分析し、ネットワークの
遮断など必要な対応を実施

SINET

実施体制

①国立大学等のセキュリティ体制への支援（各大学等からの依頼に基づき実施）

機械的な分析

Internet

Ｄ大学 Ｃ大学 Ｂ大学

実施体制

②サイバーセキュリティ人材育成

NII

B大職員

OJT研修による
基本技術習得Ｄ大職員

A大学

遠隔による技術研修

VPN接続による
実習

研修後の実務訓練

Ｄ大学 Ｃ大学 Ｂ大学

データの利用

所属大学の通信を
閲覧（実環境提供）

サイバー攻撃検知システム等

事業実施イメージ
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SINET5では、①世界最高水準の国内ネットワークの実現、②国際ネットワークの強化、③多様化するニーズに
応える情報サービス（ネットワーク、クラウド）の強化、を図る。

：国内回線（100Gbps)

：国際回線（100Gbps)

：2.4Gbps：40Gbps ：10Gbps

アジア

米国・欧州

①日本縦断の40Gbps回線

②10Gbps×4の国際回線

③共同研究のためのVPN*サービス等

☆東日本大震災にも耐えた高信頼性

* VPN: Virtual Private Network

•様々な研究分野が回線高速化を熱望

•大学におけるクラウド利活用への関心

•殆どの先進諸国が100Gbps回線を導入
(米国：全土導入完了、欧州：導入開始、中国：導
入開始、国際：米欧回線で導入開始）

SINET4 （平成23～27年度） SINET5 （平成28～33年度）

①100Gbps回線の全国的な導入

②国際回線の高速化（100Gbps）

③情報サービスの強化

・データ転送制御などの高度化

・クラウド利活用の技術支援

取り巻く環境

：国際回線（10Gbps)

米国

欧州

アジア

学術情報ネットワーク（ＳＩＮＥＴ５）概要
平成２８年度予算案 ：6,863百万円

（平成２７年度予算額 ：7,009百万円）
※運営費交付金中の推計額
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科学技術情報連携・流通活用促進事業

研究者・研究機関 論文 書誌情報

書誌データ：約3,593万件

国内資料：約11,600誌（国内誌のほぼ100%）
国外資料：約3,600誌

※約130万件／年の書誌情報を整備

特許

約1,140万件
※1993年以降の
全ての国内特許
を網羅

科学技術用語

異分野融合の研究や新しいひらめきを支援

多様なエビデンスに基づく課題解決

全文情報

国内1,001学会、1,861誌

※学協会自らが本文ＰＤＦ、電子付録等を作
成・登録

※投稿・査読・審査・編集・制作・公開の全工
程をシステム化

○ 研究開発を展開する上で不可欠な「科学技術情報」を収集・提供するための基盤構築と我が国の優れた研究成果である論文を
発信・流通させる体制を整備。
・研究者・文献・特許等の科学技術情報を収集し、統合検索・抽出可能なシステムを構築、展開（J-GLOBAL）
・研究者に関する情報をデータベースとして整備 (researchmap)
・論文発表の場である学協会のジャーナルを電子化し、流通させるための環境（プラットフォーム）を整備（J-STAGE）

○ 更に、国際標準のＩＤ付与による多様な科学技術情報の有機的連携、オープン化・共有化による利活用を推進
・異分野融合による新たな知見の発掘等からのイノベーション創出に向けた科学技術情報の連携・分析を可能にする

分野を越えて科学技術情報の関連付けを
行うため、概念や同義語を整理した辞書

日中・中日機械翻訳システムの実用化開発

情報循環プラットフォーム
○科学技術情報のネットワーク化･普及
○分野を越えた情報検索、構造化、知識抽出
○多様な情報の解析・可視化

研究者情報
（国内研究者情報：24万人以上）

我が国発の研究成果の
国際発信力強化

概要

平成２８年度予算案 ：2,901百万円
（平成２７年度予算額 ：2,845百万円）

※運営費交付金中の推計額
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○ 学術研究等の成果は、人類社会の持続的発展の基礎となる共通の知的資産として共有されることが望ましいことから、大学等における研究成果は原
則公開※し、研究者のみならず広く社会において利活用されることを、研究者等が基本理念として共有する必要がある。

○ 研究成果の利活用を促進することにより、分野を越えた新たな知見の創出や効率的な研究の推進等に資するとともに、研究成果への理解促進や研究
成果の更なる普及が期待される。

○ これらの意義を踏まえ、公的研究資金による研究成果のうち、論文及び論文のエビデンスとしての研究データは、原則公開とすべきである。

学術情報のオープン化の推進について（中間まとめ）
（平成２７年９月１１日 科学技術・学術審議会 学術分科会 学術情報委員会）
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（１）論文のオープンアクセスについての取組
○ 公的研究資金による論文については、原則公開とすることを第５

期科学技術基本計画中に実行する。

（２）論文のエビデンスとしての研究データの公開
○ 研究の終了後も利活用可能な状態で適切に管理を行うことが必要

であり、その基盤整備には、アカデミッククラウドを活用する。

○ 公開の対象とする研究データの範囲やその様式は、国際的な動向
等を踏まえ、研究者コミュニティのコンセンサスを形成する。

大学等に期待される取組

近年、情報通信技術の急速な進展に伴い、研究成果を分野等を越えて活用し、新たな価値を生み出すための取組が広まりつつある。
我が国においては、研究成果の利活用を促進する観点から論文のオープンアクセスを更に推進する必要があり、オープンデータについては、国際的な

動向も踏まえ着実に取組を進めることが求められる。学術情報のオープン化によって、我が国の学術研究等に新しい研究方法の拡大など新たな展開をも
たらすことも課題である。

（３）研究成果の散逸等の防止
○ 大学等において、研究成果を知的資産と捉え、明確な方針の下で保
管し、蓄積していくことが重要である。

（４）研究成果の利活用
○ 学術誌に掲載される論文に係る著作権ポリシーや研究データの利用
ルールの明示を行い、利活用を円滑化する。

○ 研究データの利用者は、論文などと同様に引用元を明らかにする。

（５）人材育成の取組
○ 研究者の支援に係る人材や研究データを適切に取り扱える人材の育
成が必要である。

※研究成果としての論文や研究データをインターネット上で公表し、合法的な用途で利用することを障壁無しで許可することを意味する。

①保管・管理
・研究データの管理計画の作成や管理の実施支援
・研究データ保管・管理する基盤整備（アカデミッククラウド活用）
・論文・研究データの管理に係る規則の制定
・論文及び研究データに永続性のあるデジタル識別子を付与し管理する

仕組みの確立

②公開・利活用
・論文のオープンアクセスに係る方針を定め、公表
・論文のセルフアーカイブの基盤として機関リポジトリを拡充
・研究データの被引用について業績として評価することを認識し、実行

③人材育成
・複数の大学等が共同し、データキュレータ等の育成を検討・推進

研究成果の公開についての基本的方策（骨子）

基本的考え方

検討の背景



＜｢京｣の利用実績＞

公募による一般利用枠85課題、国が選定した戦略プログラム
利用枠29課題及びポスト「京」研究開発枠重点課題33課題、
政策的に重要かつ緊急な課題として首都直下地震等による被
害予測シミュレーション等を実施、産業界138社を含む1,600人
以上が利用。【平成27年11月末時点】

ｽｰﾊﾟｰｺﾝﾋﾟｭｰﾀ｢京｣及び革新的ﾊｲﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ･ｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ･ｲﾝﾌﾗ(HPCI)の運営

スーパーコンピュータ「京」を中核とし、多様な利用者のニーズに応える革新的な計算環境（ＨＰＣＩ：革新的ハイパフォーマンス・コン
ピューティング・インフラ）を構築し、その利用を推進することで、我が国の科学技術の発展、産業競争力の強化、安全・安心な社
会の構築に貢献する。

①「京」の運営 11,098 百万円（11,213百万円）

（内訳）

・「京」の運用等経費 10,258 百万円（10,373百万円）

・特定高速電子計算機施設利用促進 840百万円（840百万円）

②ＨＰＣＩの運営 1,418百万円（1,379百万円）

「京」を中核として国内の大学等のスパコンを高速ネットワーク

でつなぎ、利用者が一つのアカウントにより様々なスパコンや

ストレージを利用できるようにするなど、多様なユーザーニー

ズに応える環境を構築し、全国のユーザーの利用に供する。

平成２８年度予算案 ：12,516百万円
（平成２７年度予算額 ：12,592百万円 ）

平成24年9月末に共用開始した「京」の運用を着実に進めると

ともに、その利用を推進。
HPCI （革新的ハイパフォーマンス・

コンピューティング・インフラ）

これまでの成果例

（兵庫県神戸市）

心臓の動きを精密に再現。肥
大型心筋症の解明に貢献。

心臓全体
タンパク質

自動車の風洞実験をシ
ミュレーションが代替可能
であることを実証。自動車
メーカーが有効性を実証。

地震発生、津波そして建
物被害までの一連のプロ
セスが評価可能に。

医療・創薬 ものづくり 地震・防災

標的タンパク質（緑）と
薬候補化合物（赤）

がん治療の新薬候補
化合物を選定し、前臨
床試験を実施中。

２週間以上前から熱
帯の天候や台風発生
を予測できる可能性
を実証。

気象・気候 宇宙

宇宙誕生から１億年後の
ダークマター空間分布

世界最大のダークマ
ターシミュレーションに
より高性能計算分野で
世界最高の賞を受賞。
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ポスト｢京｣の開発（フラッグシップ2020プロジェクト）

概 要

総事業費 約1,300億円（うち国費分 約1,100億円）

背 景

平成２８年度予算案 ：6,700百万円
（平成２７年度予算額 ：3,972百万円）

汎用性の高いシステムとアプリケーションを協調的に開発。

健康長寿、防災・減災、エネルギー、ものづくり分野等から選定 された社会

的・科学的課題について、アプリケーションを開発。

（重点的な応用分野の明確化として、九つの重点課題と、

新たに取り組むべきチャレンジングな課題である四つの萌芽的課題を設定）

世界最高水準のスーパーコンピュータは、理論、実験と並ぶ科学技術の第3の手法である

シミュレーションのための強力なツールとして、我が国の競争力の源泉となる先端的な研究

成果を生み出す研究開発基盤。

科学技術の振興、産業競争力の強化、国民生活の安全・安心の確保等に不可欠な基幹技

術であり、国の競争力等を左右するため、各国が熾烈な開発競争。

開発スケジュール

観測ビックデータを活用した高速シ
ミュレーションで、リアルタイム・ピン
ポイントな豪雨予測を実施気

象

・
気

候

期待されるアウトカム例

我が国が直面する課題に対応するため、 2020年をターゲットに、世界最高水準

の汎用性のあるスーパーコンピュータの実現を目指す。

も
の
づ
く
り

新
物
質
創
成

個
別
化
医
療

医療ビックデータ解析等により、
個人ごとのがんの予防と治療
戦略を実現

ナノスケールでの特性を予測し、
最適な材料の探索・創製により
次世代のデバイスを設計

実機・実スケールの超高精
度解析を実施し、航空機の
燃費改善や安全性の向上
に貢献

SiC界面の
シミュレーション例

理化学研究所計算科学研究機構
（兵庫県神戸市）
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